
14:45～15:15 ②：手作りワークショップ
バレンタインデーにちなんで、“大好きな人を想う”作品作り、
今年は、「おまもりポーチ」「ハートのロケット」
「メモリーフレーム」「メッセージクッキー」の材料をお送りし、
お気持ちに合わせて、お好きなものを作っていただきました。
愛おしいお子さん、大好きなきょうだいへの想いを胸に、
作品を作りながら、ご家族同士、同じ体験をした仲間同士
“ともに過ごす”“つながる”ひとときになった、
完成した作品が大切な宝物になっている、などのお声が寄せられました。

2月2６日開催の「たんぽぽっこの会」オンラインイベントには、お子さんへの大切な想いを胸に、
多くのご家族が、ご参加下さいました。オンラインお茶会には、

当院で、お子さんに出逢い関わらせて頂いた多職種スタッフも多く参加しました。
ご家族の愛情に包まれて生まれ、その子らしく輝いて生きた子ども達の尊い命に、

ご家族と医療者が、共に想いを寄せるひとときとなりました。

第２回たんぽぽっこ家族のつどい開催のご報告 202３年３月

日時：２０２３年２月２６日（日）14:00～16:１５
開催方法：オンライン
プログラム：
14:00～14:30 ①：プラネタリウム（ライブ配信）
「星つむぎの村」より、「たんぽぽっこの会」限定プラネタリウムを
ライブ配信していただきました。たんぽぽっこの一人が描いた絵が表紙を飾り、
親御さん、きょうだいさんが想いをこめて創作してくださった「天井万華鏡」が、
お家の天井を、プラネタリウムの星空を彩りました。
ご家族はそれぞれのお家から、当日ライブ配信で、あるいは、後日アーカイブ配信で、
お子さんへの想いを胸に、星空旅行に参加して下さいました。

大阪大学医学部附属病院 小児医療センター 「たんぽぽっこの会」
電話：06-6879-5111 e-mail: tanpopokko-no-kai@pedsurg.med.osaka-u.ac.jp

1５：３０～16:１５ ③：たんぽぽっこコンサート＆オンラインお茶会
同じ場所に「つどう」ことはできなくても、何か「つながる」ものを･･･と、
ご家族と医療者に同じお菓子とお紅茶をお送りしました。
“たんぽぽっこ達”への想いをこめて、ひとりひとりのお名前を、
ゆかりのあるスタッフが呼び、ご家族とスタッフで、献杯をしました。
「たんぽぽっこコンサートムービー」では、絵・歌・ダンス・楽器演奏で輝くたんぽぽっこ達の姿、
「天井万華鏡ムービー」では、ご家族の想いのこもった作品とメッセージを、
大切に見守りました。小グループお話会の後、 スライドショーを上映し、
輝いて生き、出逢ったみんなの心の中に、生き続けている子ども達に想いを寄せ、
参加者全員で、心を込めて、拍手を贈って会を終えました。
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